


















らはすべて修業年限が 4年であり、かつその学級数を見ると 2学級制をとっているのは 2












 13 渡部学・阿部洋編『日本植民地教育政策史料集成（朝鮮編）』第 39巻（下）、龍渓書舎、所収。これ















































に各 1校となっている。公私立をあわせた 27校の分布状況を見ると、京畿道 8校、平安





















 15 『東亜日報』1925年 2月 9日。
 16 金泉高普設立に際してつくられた教育財団法人の理事 5人に対する呼称。高徳煥、金鍾鎬、李漢琪お
よび崔松雪の親族 2名で構成された。
表 2　金泉郡内の初等教育機関状況（1922 年）
校数 生徒数 学校比率 生徒比率
公普 5 1,306 4% 35%
私立各種 4 191 4% 5%
私設学術 23 968
国語夜学 6 380
　　小計 29 1,348 25% 37%
書堂 68 646
改良書堂 8 195
　　小計 76 841 67% 23%
　　総計 114 3,686 100% 100%
出典：『慶尚北道教育及宗教一班』1922年版。
注： 公立普通学校に付設された明倫学校は、詳細が不明
なため、表には含めていない。
